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麻薬取扱者免許について パート３

このコンテンツでは、継続手続き、手続き（その他）、よくある問合せにつ
いて説明します。
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パート３では、「１ 麻薬取扱者免許証の継続手続き」から「３ よくある
お問い合わせ」について説明します。



3

まず、継続申請・返納届の流れについて説明いたします。

免許の有効期間は最大３年間ですが、免許の有効期間が切れる年になりまし
たら、毎年お送りする年間届に加え、免許継続の案内文書を７月から８月頃
に、主な業務所として登録している各医療機関に送付いたします。

翌年以降も免許を継続する場合は、９月から10月頃に、継続の申請書を提出
をお願いいたします。

継続申請を行った方の免許証を１２月に交付し、１２月末まで有効な免許証
は、有効期間を過ぎた後の１月になりましたら、返納届により薬務課に返納
していただきます。

また、９月末時点で所有している麻薬の数量を報告する年間届を、１０月１
日以降に提出していただきます。



１ 麻薬取扱者免許証の継続手続き

継続手続きをせずに麻薬を施用してしまうと無免許施用となってしまいます
ので、ご注意ください。

継続される場合は、案内文書の内容に沿って、忘れずに申請をお願いいたし
ます。

また、継続申請をする際に、免許の記載事項に変更がある場合、変更事項に
よって必要書類が変わってきます。

継続の際にご案内する文書を確認の上、申請してください。

申請が漏れてしまう例として、継続の申請時期に異動した対象者の申請が、
異動前と異動後どちらの診療施設でも申請されていないというものがありま
す。
継続申請の案内を７月以降、順次発送しておりますので、７月以降に新たに
異動してきた方は、各診療施設で麻薬施用者免許証の有効期間を確認し、継
続申請をしてください。

必要に応じて、異動前後の診療施設間で継続申請の有無の確認を確実に行っ
ていただくようにお願いします。
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継続免許証の交付については、スライドのとおりです。
新しい免許証交付後、記載内容に変更が生じた場合は、１２月までの免許証
と１月からの免許証の記載事項変更が必要となりますので、ご注意ください。

次に免許証の返納についてです。

有効期間が満了した免許証を返納する際には、麻薬免許証の裏面の返納届に
必要事項を記載の上、提出して下さい。

提出期間は１月15日までとなっております。

また、業務廃止届と返納届どちらに書いたらいいのかという質問を受けます
。

継続申請をして新しい免許を取得した方が前の免許証を返す場合が返納届に
なります。

この場合以外は業務廃止届となります。
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２ 麻薬関係手続き（その他）

①申請者の欠格条項についてです。

該当になった場合は、申請する前に一度お電話でご相談ください。

該当事項の内容や時期によっては、そもそも該当しなかったり、別途書類を
用意いただく場合があります。

また、欠格に該当した場合、免許交付までに通常より時間がかかります。
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②麻薬施用者の退職時の注意事項について説明します。

申請が遅れ、麻薬免許証の記載内容と実態とが合わない状態から法律違反に
つながるケースがあります。

くり返しになりますが、改めて医師本人や異動予定の診療施設との連絡調整
を行い、手続きもれのないようにお願いします。
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３ よくある問い合わせ

Q１ 私が勤務している診療所(A診療所)では、麻薬施用者の免許を取得して
いるのは、私だけです。

当院は院外処方のため、麻薬の保管はしていません。

このたび、都内の別の病院(B病院)で既に麻薬施用者免許を取得している医師
が非常勤で当院にも勤務することになりました。

この場合、どのような手続きが必要ですか？
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A１

① A診療所の麻薬管理者の申請が必要です。

麻薬の保管をするか否かにかかわらず、麻薬施用者が２名以上診療に従事す
る麻薬業務所には、麻薬管理者を設置しなければなりません。

主たる業務所であるか従施設であるかにかかわらず、２人目の施用者が勤務
する場合には、管理者免許の申請が必要です。

② A診療所を従施設として追加する手続きが必要です。

麻薬管理者設置後、非常勤の医師の麻薬施用者免許証に、A診療所を従施設
として追加する、記載事項変更届の提出をお願いします。
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こちらの質問は、開設者を法人化する場合の手続に関する質問です。

Q２

４月１日に法人化(移転)することになりました。

現在、当院には麻薬施用者が複数いるため管理者を設置しています。

また、麻薬も保管しており、在庫は引き続き使用する予定です。

どのような手続が必要ですか？

法人化する場合、個人で開設していた病院又は診療所を一度閉院して、法人
として新たに開設することになります。

法人化だけでなく、診療所を移転する場合も手続きは同じです。

法人化、移転の際に手続きがもれてしまうケースがありますので、注意して
ください。
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A２

管理者免許の申請は事前に、その他の手続は法人化(移転)後に行ってくださ
い。

病院又は診療所を一度廃止するので、麻薬そのものに関する手続は、先ほど
お話しした麻薬の取扱いをやめる場合と同じです。

異なるのは、麻薬免許に関する手続についてです。

麻薬管理者免許については、麻薬業務所ごとに設置するので、新設した診療
所で免許の取り直しが必要です。

麻薬施用者免許については、基本的には記載事項変更届が必要です。

ただし、法人化しても、業務所の名称に法人名などがつかず、個人開設のと
きと施設名称、所在地に変更がなければ、届出は不要です。

管理者の免許申請については、開設のおよそ２～３週間前までに行ってくだ
さい。

施用者免許の記載事項変更届と麻薬に関する手続については、法人化後１５
日以内に行ってください。

それぞれ、タイミングが異なりますので、ご注意ください。
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申請様式はホームページに掲載しておりますので、ご利用ください。



最後に、みなさまへのお願いです。

書類をお持ちいただく際には、記入漏れがないか、不備がないか、一度ご確
認いただいた上で窓口にお持ちいただくようお願いいたします。

麻薬取扱者免許について パート３の説明は以上で終了です。
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